
澤井市長の活動アルバム（１月分） 

 

「第 72 回国民体育大会ソフトボール競技への結果報告」（1 月 31 日） 

 第 72 回国民体育大会ソフトボー

ル競技へ出場され、第 5位に入賞し

た松本三汰さんがその報告に来てく

れました。全国大会の周りの選手の

レベルの高さを感じつつも、充実し

た大会であったとのことでした。大

学でソフトボールの競技を続けてい

くということで、今後の活躍を大い

に期待しています。 

  

  

 

  

「松原造園事業協同組合より表敬」（1 月 31 日） 

 宮田理事長をはじめ松原造園事業

協同組合より表敬を受けました。松

原造園事業協同組合には、日頃より

市内の緑化及び美化活動に尽力いた

だきありがとうございます。今後も

緑豊かなまつばらへのご助力をお願

いするとともに、造園を通じて市民

の皆さんへの心の豊かさを提供して

いただきますよう宜しくお願い致し

ます。 

  



「U－12 ジュニアサッカーワールドチャレンジ 2017 への結果報告」（1 月 29

日） 

 U－12 ジュニアサッカーワールド

チャレンジ 2017 に出場した宮﨑悠

大さんが結果報告に来てくれまし

た。予選を勝ち上がり、Jリーグの

下部組織や海外の強豪クラブチーム

ともあたり、レベルの高さを感じた

とのことでした。今後も練習に打ち

込みレベルアップしたいとのこと

で、中学生になってからの成長を楽

しみにしています。 

  

  

  

  

「第 36 回全日本空手道選手権大会 2017 の結果報告」（1月 29 日） 

 第 36 回全日本空手道選手権大会

2017 にて全日本マスターズ男子で

見事準優勝に輝いた藤倉英紀さんが

結果報告に来てくれました。ご本人

からは優勝を逃した悔しさがある大

会であったとのことで、来年は優勝

目指して頑張りたいとのことでし

た。今後も怪我には気を付けて、競

技に打ち込んでいただきたいと思い

ます。 

  

  

  



「幸南食料株式会社 新年名刺交換懇親会」（1 月 25 日） 

 本市と「災害救助用精米の供給等

に関する協定」を結んでおります、

幸南食料株式会社の新年名刺交換懇

親会に出席させていただきました。

協定によって有事の時には、例え外

部と遮断されても、すぐに私たちの

主食となるお米を供給していただけ

ることとなっています。これも幸南

食料株式会社が本市との協働への取

り組みへのご理解とご協力によって

成し得ております。安心・安全なまちづくりに今後も引き続きご支援をお願い

致します。 

  

  

  

  

「部落解放同盟松原支部新年互礼会」（1月 23 日） 

 部落解放同盟松原支部新年互礼会

の開催にあたり、挨拶をさせていた

だきました。支部の皆さんにおきま

しては、日頃より同和問題の解決の

ために、協働した取り組みにもご参

加いただきありがとうございます。

現在では新しくネットを通じての誹

謗中傷などの人権侵害もあり、今後

も粘り強く問題解決に取り組まなけ

ればならないと感じております。今

後も皆さんにご支援とご協力をお願いします。 

  

  



「藤扇流松舞会新年会」（1 月 21 日） 

 藤扇流松舞会の新年会に参加させ

ていただきました。藤扇流松舞会の

皆さんには日頃より本市において伝

統芸能である日本舞踊の発展と市民

に対し芸術の普及・啓発活動にご活

躍いただきありがとうございます。

本市もまつばらテラス（輝）を整備

し、市民の皆さんへの芸術・文化の

普及を目指した取り組みを行ってお

ります。今後も更に皆さんと協働し

た取り組みを行いたいと思っておりますのでご支援・ご協力をお願いいたしま

す。 

  

  

 

  

「天西っ子祭り」（1月 21 日） 

 天西っ子祭りには多くの方が参加

され、当日はとても盛況でした。地

域の関係が希薄となっていると言わ

れておりますが、多くの小学生が目

を輝かせて多くの方と楽しそうにし

ている姿を見ると、このような祭り

によって地域の繋がりが強くなって

いると感じることができました。こ

の繋がりが、地域での防犯・防災な

ど様々な共助の基礎となります。本市もセーフコミュニティに加え、インター

ナショナルセーフスクール（ISS）の認証を受け、子どもたちの安心と安全を

守るために全力で取り組んでいるところであります。本日お集まりいただいて

いる皆さんを始め、市民の皆さんとの協働によって、今後さらに安心・安全な

まちづくりへのご支援とご協力をお願い致します。 



「新年もちつき大会」（1 月 21 日） 

 社会福祉法人風媒花が主催する新

年もちつき大会に参加しました。当

日も多くの方が参加され、熱気に包

まれておりました。風媒花におきま

しては日頃より本市の障害者福祉の

向上に取り組まれ、障害への理解を

深める活動をしていただいているこ

とに感謝申し上げます。このような

イベントを通じて地域での交流を図

ることで、障害をお持ちの方がさら

に住みやすく生活しやすい環境となると考えています。本市も障害者施策にお

いて、相互理解を深める取り組みを行ってまいりますので、ご支援とご協力を

お願い致します。 

  

  

  

「第 67 回社会を明るくする運動 小学生・中学生による第 3 回スピーチコン

テスト」（1 月 20 日） 

 第 67 回社会を明るくする運動に

より小学生・中学生による第 3回ス

ピーチコンテストを開催しました。

本スピーチコンテストは、今後社会

の一員として成長していく小学校・

中学校の子どもたちに、犯罪のない

明るい社会を作っていくにはどうす

れば良いのかを考えてもらいたいと

いう思いで開催しています。また、

この活動に関わってくださったご家

族や周りの方にも、子どもたちの姿を見て、安心・安全なまちづくりの実現に

必要なことを感じていただき、どんな些細なことでも構いませんので取り組ん

でいただければと思います。 



「平成 29 年度広域観光事業 大阪南河内観光プレゼンテーションミーティン

グ」（1月 16 日～18 日） 

 大阪南河内観光プレゼンテーショ

ンミーティングの為に、千早赤坂村

の松本村長とともに台湾台北市を中

心に関係機関を回らしていただきま

した。今回の台湾訪問は関西国際空

港より約 1時間以内に訪れることが

できる、南河内各市町村の名所や自

然、地元産の食材を使ったおいしい

料理などをアピールして、観光客の

誘致を目的とさせてもらいました。台湾では本当に多くの方が私達を出迎えて

いただき、とても好意的に接していただきました。今後も継続的にアピールす

ることで、今まで認知されていなかった本市の観光資源を知っていただき、是

非旅行の際には台湾の方に立ち寄っていただけるよう、南河内地域のスケール

メリットを活かしていきたいと思います。 

  

  

  

「松原地区保護司会の年賀交換会」（1 月 15 日） 

 松原地区保護司会の年賀交換会に

参加させていただき、保護司の皆様

に対しましては、本市の安心・安全

への取り組みに日頃よりご尽力いた

だいていますことに感謝を申し上げ

ました。昨今におきましては、新た

な犯罪やネットでのいじめなどの非

行も増えており、地域と連携した対

応が必要なケースが増えておりま

す。今後も協働での取り組みによ

り、明るく犯罪のないまつばらを目指していきますので、変わらないご支援と

ご協力をお願い致します。 



「インターナショナルセーフスクール（ISS）認証式」（1 月 15 日） 

 インターナショナルセーフスクー

ル（ISS）認証式が、中央小学校・

布忍小学校・松原第三中学校で行わ

れました。この三校は平成 27 年 5

月に「インターナショナルセーフス

クール（ISS）国際認証取得への取

組着手宣言」を行い、その後は児

童・保護者・地域と私たちとの協働

によって、学校や地域の安全を守る

ためにはどうすれば良いのかを一緒

に考えてまいりました。この活動は全市小中学校に広げていき、子どもたちが

自ら「まつばら」の安心・安全を考えていくきっかけとなればと考えていま

す。子どもたちには今後も多くのことを学び、自ら考え行動する人材になって

欲しいと思います。 

  

  

 

  

「天美地区町会連合会の新年会」（1月 14 日） 

 天美地区町会連合会新年会では華

やいだ雰囲気の中、多くの関係者が

参加されておりました。日頃より、

天美地区町会連合会の皆さんには、

地域の安全と安心を見守っていただ

き、またセーフコミュニティ再認証

の事前指導の時には、多くのご支援

いただきましたことをお礼申し上げ

ます。そのおかげで、事前審査では

大変素晴らしい講評をいただくこと

ができました。今後も地域の懸け橋として皆さんのご支援とご協力をお願い致

します。 



「松原青年会議所 新年互礼会」（1 月 12 日） 

 松原青年会議所の新年互礼会で

は、普段より本市の産業活性化をは

じめ、市民まつりやわんぱく相撲な

ど多くの取り組みに協働していただ

いていることにつきお礼を申し上げ

ました。また、セーフコミュニティ

についても青年会議所理事長が委員

として参加していただき、市の安

心・安全の取り組みにもご参加いた

だいております。今後も連携を深

め、より良いまつばらを目指して協働へのご協力を宜しくお願い致します。 

  

  

  

  

「国民健康保険運営協議会」（1 月 12 日） 

 平成 30 年度から市町村国保の都

道府県化を受けて、今年の国民健康

保険運営協議会ではその運営方針を

踏まえた府内の統一基準への条例改

正の諮問を行いました。依然厳しい

財政状況の中で、いかに今後の制度

運営維持をしていくかを、委員の皆

さんには考えていただきました。そ

の答申を受け、国民健康保険が安定

して運営できる制度となるよう、本

市としてもしっかり考えてまいります。 

  

  



「平成 30 年松原市民生委員・児童委員協議会 新年互礼会」（1 月 11 日） 

 平成 30 年松原市民生委員・児童

委員協議会の新年互礼会に出席させ

ていただきました。松原市民生委

員・児童委員協議会の皆様につきま

しては、日頃より本市の地域福祉に

ご尽力いただきありがとうございま

す。今年は WHO セーフコミュニティ

国際認証都市の再認証に向けて取り

組んでおりますが、皆様を含め地域

との連携・協力がなくては、本当の

安心・安全なまちづくりはできません。今後もより一層、ご支援とご協力をお

願い致します。 

  

  

  

  

「平成 30 年度 3 クラブ合同名刺交換会」（1月 10 日） 

 松原ライオンズ・ロータリークラ

ブ・中ロータリークラブの 3クラブ

による合同新年名刺交換会に参加さ

せていただきました。3クラブの皆

さんに関しましては、旧年もセーフ

コミュニティを始め、多くの市政に

参加していただき、ご協力いただき

ました。本市も市民の安心・安全を

始め、企業誘致や産業振興の促進に

も取り組んでいますので、更なるご

支援とご協力を賜りますよう宜しくお願い致します。 

  

  



「松原商工会議所 年賀会」（1 月 9 日） 

 松原商工会議所の年賀会には多く

の方が出席され、華やかな雰囲気の

中、新年の挨拶をしました。吉村会

頭をはじめお集まりの皆さんには、

旧年より本市のまちづくりへご支援

とご協力いただきありがとうござい

ます。今年も「日本一健康で安心・

安全なまちづくり」に向けて、取り

組みを加速させていきたいと考えて

おりますので、さらに協働への取り

組みを宜しくお願い致します。 

  

  

  

  

「平昌オリンピック日本代表 渡邊啓太選手より表敬訪問」（1月 9 日） 

 平昌冬季オリンピックショートト

ラック男子日本代表に選ばれた渡邊

啓太選手が表敬に来てくれました。

渡邊選手が大学生の頃から応援して

おり、本当に嬉しく思います。常に

謙虚な姿勢と周りへの感謝の気持ち

を忘れずに競技に取り組む姿勢を貫

き、苦労を乗り越えてつかんだ栄光

の切符だと思います。表敬では、ベ

ストを尽くして金メダルを取りたいと語ってくれました。市をあげて応援した

いと思います。期待しています！ 

  

  



「『プロバスケットボールチーム・大阪エヴェッサ』ホームゲーム開催試合へ

の松原市内小学生（4～6年生）への KIDS TICKET 寄贈に対する感謝状贈呈」

（1月 9日） 

 株式会社カヤノキ建設より「プロ

バスケットボールチーム・大阪エヴ

ェッサ」ホームゲーム開催試合への

松原市内小学生（4～6年生）への

KIDS TICKET を寄贈していただ

き、そのお礼として感謝状を贈呈し

ました。日本最高峰のバスケットボ

ールのプレーを観戦し、子どもたち

が夢や希望を大きく持てるようにな

って欲しいと思います。 

  

  

  

  

「松原市成人式」（1月 8日） 

 松原市成人式を開催しました。成

人の日を迎えられた 1,394 名の新成

人の皆さん、ご成人おめでとうござ

います。今日新成人として迎えられ

た皆さんは今後も活力に満ちた若い

力で失敗を恐れず、何事にもチャレ

ンジし、無限の可能性で目標を達成

して欲しいと思います。その経験を

本市との協働への取り組みに活かし

ていただき、今後の松原市の発展にもご助力いただければと期待しています。 

  

  



「21 世紀のまちづくりを考える キラリ☆はたちの夢＆トーク」（1 月 7 日） 

 「21 世紀のまちづくりを考える 

キラリ☆はたちの夢＆トーク」で

は、新成人となる山田海斗さん、塚

本悠希さん、大美海さん、守岡里穂

さん、田渕誠也さん、浅田稜太さ

ん、山本那央さんに参加していただ

きました。懇談会では、それぞれの

抱負や夢、松原市に対して思うこと

など素直な意見を聞かせてもらいま

した。今後の松原市の中心となって

支えてくれるのは今年成人を迎える皆さんを含めた若い力であり、様々なこと

にチャレンジして、大きな夢に向かって進んでいただきたいと思います。 

  

  

 

「平成 30 年松原市消防出初式」（1月 7日） 

 平成 30 年松原市消防出初式を開

催するにあたり、挨拶をさせていた

だきました。消防職員については日

頃の成果である消防技術を披露する

ことで、その技術の高さで市民の皆

さんに安心してもらえるよう、また

日頃より本市の防火活動に多大に貢

献していただいている消防団員、松

原市婦人防火クラブ連合会、松原市

自主防災組織連絡協議会の皆さんに

は、多くの市民の皆さんの前で防火への取り組みを披露していただき、1件で

も火災がなくなるよう啓発を宜しくお願い致します。本市も消防設備や消防特

別救助隊を配置するなど、災害に強いまちづくりを進めていますが、皆さんの

自助と共助（協働）なくして達成はできません。今後もご支援とご協力をよろ

しくお願い致します。 


